
佐賀平野大規模浸水危機管理対策検討会
（第９回）

平成２１年１２月２４日

説明資料①
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１．開会

２．規約改正について

３．平成２１年７月出水の総括について

４．嘉瀬川被害想定に対する

現状の備えについて

５．六角川はん濫解析について

（１）諸条件について

（２）内水検証結果

（３）はん濫解析結果

６．今後の予定について

議 事 次 第



3

１．開 会
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配布資料確認

・議事次第
・座席表
・出席者名簿
・規約改正（案）
・説明資料①・②・③
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２．規約改正について
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３．平成２１年７月出水

の総括について
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①気象概況

佐賀地方気象台
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７月２４日から２６日の気象レーダー
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７月２４日から２６日の雨量
佐賀の雨量
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７月２４日から２６日の雨量
白石の雨量
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三日間で３００～４５０ミリ！一ヶ月に降る雨に匹敵！

７月２４日～２６日の総雨量
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②河川及び浸水状況

武雄河川事務所
筑後川河川事務所
佐賀県 河川砂防課

※本資料は、上記機関の調査に基づき作成した資料です。
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平成２１年７月２４日～２６日出水 河川の水位状況

その他河川

▲ はん濫注意（警戒）水位↑

▲ 水防団待機水位（指定）水位↑

● はん濫注意（警戒）水位↑

● 水防団待機水位（指定）水位↑

● はん濫危険水位↑

● 避難判断水位↑

凡　　　例

水防警報河川（水位観測所）

● Ｈ．Ｗ．Ｌ↑

国 佐賀県

H.W.L↑

はん濫注意（警戒）水位↑

水防団待機（指定）水位↑

　　　　　　　観測所
水位

はん濫危険水位↑

避難判断水位↑

－

1箇所 

－

7箇所 

5箇所 

8箇所 

6箇所 

2箇所 

1箇所 

2箇所 

【水防警報対象観測所における水位状況】
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－－５上峰町

９８５７７４，８８８計

浸水被害状況

２－２３吉野ヶ里町

３０－９７９神埼市

５９１１１１，０４５佐賀市

２－３９みやき町

１０６２６１７白石町

２１５６０９９７武雄市

１５２３１３小城市

６－２３９多久市

２

－

床上浸水

戸数

１５１１７大町町

３５１２江北町

床下浸水

戸数

浸水面積

(ha)

市町名

佐賀平野浸水区域図（平成２１年７月２４日～２６日出水）

※浸水区域・被害‥・国（武雄河川）、佐賀平野関係市町調べ（H21.1２現在）

武雄市

白石市

大町町

江北町

小城市多久市

佐賀市

神埼市

吉野ヶ里町

上峰町

みやき町



17

水位状況（六角川水系 牛津川 妙見橋水位観測所）
【六角川水系　牛津川　妙見橋水位観測所】

計画高水位 5.454

はん濫危険水位 4.80

避難判断水位 4.40

はん濫注意水位 3.50

水防団待機水位 2.30
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計画高水位

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位
7/25 4:54 多久市（ホットライン）

7/26 11:04 避難勧告発令
東多久町 羽佐間、南多久町庄

7/25 3:05 洪水注意報発表

7/25 5:30 洪水警報発表

7/25 9:35 洪水注意報解除
7/26 9:00 洪水注意報発表

7/26 10:20 洪水警報発表

7/26 16:25 洪水警報解除

7/26 18:00 洪水注意報解除

7/25 4:50 避難判断水位到達

7/26 9:50 避難判断水位到達

7/26 11:32 避難勧告発令
東多久町 古賀一区、古賀二区東、
古賀二区西、古賀平、古賀山

7/26 11:05 避難勧告発令
小城市 小城地区、小城・牛津地区

7/26 15:00 避難勧告解除
多久市全発令地区

7/26 16:30 避難勧告解除
小城市全発令地区

7/26 11:20 洪水警報

7/26 10:20 はん濫危険水位到達

7/26六角川水系ホットライン（武雄河川事務所長→各市町長）　　　　7/26六角川水系ホットライン（各市町長→武雄河川事務所長）
多久市（9:56、10:15、10:28、10:36）　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　多久市（10:28、11:11、13:30、15:53）
小城市（10:17、12:31、12:53）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小城市（10:23、11:54、12:26、14:10、14:30）
武雄市（11:18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武雄市（10:19、11:19）
江北町（10:26、10:42）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　江北町（10:26、12:24）
大町町（10:45）、白石町（10:46）　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　大町町（10:42）、白石町（10:46）
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【堤防破堤状況】
金立川

破堤

①

金立川

巨

勢

川

金立川26日 巨勢川26日 巨勢川西側浸水状況

26日

巨勢川調整池

：浸水箇所

：破堤箇所

浸水面積 150ha

床上浸水 ４戸

床下浸水 ４４戸

筑後川水系 金立川堤防破堤状況

平成２１年７月２６日

【応急工事施工状況】②

【応急工事完成状況】③
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参考
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参考
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ＪＲの運行状況について（７月２４日～２６日）
・運転中止区間
長崎本線

多良駅～小長井駅

・運転中止時間帯
7/24 23:42 ～ 7/25 3:39

・運転中止理由
大雨による雨量規制値を
こえた為（なお、規制時の雨量
は時間雨量及び連続雨量を考
慮）

多良運転中止区間

小長井

※路線図はＪＲ九州ＨＰより※ＪＲ九州佐賀事業部へ聞き取り調査に基づき作成
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③道路状況

佐賀国道・佐賀県・
佐賀市・西日本高速（株）



40

平成２１年７月豪雨における道路の交通規制状況（冠水、雨量等）

長崎自動車道 無し

補助国道

５路線、１１箇所

地方道

２６路線、３７箇所

合計

３１路線、４８箇所

Ｒ３４号 ３箇所

道路冠水による

通行規制

長崎自動車道 無し

無し

無し

雨量基準等による

通行規制

補助国道

３路線、９箇所

地方道

２３路線、３０箇所

合計

２６路線、３９箇所

補助国道、

地方道

通行止め基準

・連続雨量

３００mm
・組合せ雨量

連続２００ｍｍか
つ時間５０mm

長崎自動車道 無し高速道路

警察と佐賀国道
による通行規制

無し直轄国道

備考土砂災害等による

通行規制

区 分
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平成２１年７月豪雨における道路の交通規制状況（冠水、土砂災害）

災害による片側交互通行

災害による全面通行止め

冠水による全面通行止め

凡 例

冠水による片側交互通行
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④一般被害状況

佐賀県 消防防災課
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中国・九州北部豪雨（7月24日～26日）

による被害状況

６，９０５，２１１－合 計

３０５，９６２－その他被害

林地、林道等１，６４５，４２１６０７か所林業被害

水路、農道等１，７４６，２００１，２７１か所農業用施設被害

床下浸水

床上浸水

一部損壊

－１，０６５棟

－８１棟

流出、埋没等

河川、道路等

備 考

１，７１７，１００

１，４９０，５２８

－

－

被害金額（千円）

１７１ｈａ

５３３か所

１４棟

１人

被害数量

農地被害

公共土木被害

住
家
被
害

人的被害

区 分
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中国・九州北部豪雨（7月24日～26日）

による避難勧告・避難指示の状況

２８，６１６８，９４６合 計

伊万里市

多久市

３，８９２１，０３９江北町

４６２０有田町

１２０４０吉野ヶ里町

１１，９７３３，９６８神埼市

１，４５９５００

１，３２１４３７

７，５１７

６

１，６００

６８２

対象人数

２，３４６

１

４００

１９５

対象世帯数

小城市

武雄市

唐津市

佐賀市

市町名
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中国・九州北部豪雨（7月24日～26日）

後の国、県、市町の対応

県消防防災課、県河川砂防課、佐賀地方
気象台のチームで、「避難勧告等の判断・
伝達マニュアル」策定に向け、市町を訪問
して要請・協議（平成２２年の出水期まで
に）

Ｈ２１．１１

災害時における避難勧告等に関する意見
交換会（市町担当課長）

都道府県防災主幹課長会議

国通知文書

対 応

Ｈ２１．８．２４

Ｈ２１．８．２４

Ｈ２１．８．１３

時 期
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⑤市町の状況

（神埼市・小城市・白石町）
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⑥危機管理計画の施策実施事例

・リエゾン
・ヘリテレ
・防災ステーション
・河川・防災情報表示板
・防災まちづくり
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：土砂災害等

：冠水、越波

：事前通行規制

　（強風、雨）

：補助・地方道通行規制

■凡例（災害箇所）

整備局による地方自治体への支援（リエゾン・整備局による地方自治体への支援（リエゾン・災害対策機械の派遣災害対策機械の派遣））

R3 鹿児島県阿久根市折口

［リエゾンの活動内容］
○情報提供 ：直轄規制・被害情報等の提供

○支援調整 ： 災対車支援派遣の調整
○情報収集 ： 一般被害・避難情報、補助施設

の被害・通行規制等

※リエゾン（現地情報連絡班）
整備局職員を被災自治体へ派遣し、災害情報の
提供や収集により支援活動に反映させるため
の連絡員（橋渡し役）のことです。

活動期間：7月25日～26日
派遣先及び人員：佐賀県 整備局職員 ２名

災害対策機械の派遣

防災ヘリコプター

リエゾン派遣による自治体への情報提供・収集

衛星通信車
Ｋｕ－SAT

夜間作業（照明車）

○ヘリコプターによる被害調査（那珂川、国道３８５号）
映像を福岡県、佐賀県、ＮＨＫ、民放各社へリアルタイムで提供

○国道３８５号法面崩壊

照明車２台、衛星通信車、Ｋｕ-SAT
○佐賀県金立川 堤防決壊箇所

照明車１台、衛星通信車

● ●

●

照明車

×

×
大分河川国道

九州技術

熊本河川国道

「はるかぜ」による調査
■凡例

×：被災箇所

金立川
堤防決壊

国道３８５号
法面崩落

出展；九州地方整備局企画部防災課
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「防災まちづくり」の実施状況（その１）
避難に関するアンケート調査

地域住民がいざという時のために活用する避難場所や避難ルート、危険箇所など、地域の防災情報が入っ
た地図、 「マイ防災マップ」の作成や防災に関する活動を支援しています。

７月２４～２６日の出水を踏まえ、地域住民が防災マップ作成に参加している自治会とそうでない自治会の間
で、避難に関してどのような違いがあるかアンケート調査を行いました。アンケート内容は、①ハザードマップを
みたことがあるか？②避難場所はしっているか？③避難はしたか？どのような方法か？④避難した理由は？
避難しなかった理由は？等です。

実施地区は武雄市６自治会、多久市６自治会、小城市４自治会の約１８００世帯を対象。（現在とりまとめ中）
近接するある２地区の事例で、調査結果の一部を紹介します。

Q１ あなたの住んでいる地域の避難場所を知っていますか？
参加している自治会 参加していない自治会

Q２ あなたは避難しましたか？（浸水された方へ）
参加していない自治会参加している自治会

参加した地区

89%

11%

知っている

知らない

参加していない地区

35%

64%

1%

知っている

知らない

無回答

参加した地区

20%

80%

避難した

避難しなかっ
た

参加していない地区

0%

100%

避難した

避難しなかっ
た

参加している自治会は
約９０％が知っている。

参加していない自治会は
避難していない。
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「防災まちづくり」の実施状況（その２）

住民の防災意識防災意識とコミュニケーションコミュニケーションが向上した

行政機関との連絡・協力体制連絡・協力体制が確立した

「防災まちづくり」の取り組みが今年の出水でどう役立ったか？
～武雄市橘町片白地区の場合～

自主防災会活動

【災害対策本部設置：３０名】

○総 括 班・ ・ ・情報収集、連絡・指揮、ポンプ車出動要請

○パトロール班・ ・ ・要浸水警戒家屋の見回り等

○緊急 防災班・ ・ ・床上浸水家屋の家財・畳上げ等

○避 難 班・ ・ ・公民館避難

○給食・給水班・ ・ ・浸水世帯及び災害対策要員食事の炊き出し

○外部 支援班 ・ ・ ・畜産関係者等牛舎対策

○災害 復旧班 ・ ・ ・洪水後の片づけ・清掃、道路のアズ片づけ

畳上げの実施 波板防止板の設置 食事の配達 国道の清掃 行政との意見交換会
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